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 1957 年に杜定友が「地方に関するすべての資料」と述べた「地方文献」の定義は、現在

も中国の図書館界で一般的に使われている。中国初の『中華人民共和国公共図書館法』第

二十四条では、公共図書館における地方文献の必要性が法的に位置づけられ、地方文献サ

ービスに取り組むべき法的根拠となっている。しかし、地方文献に関する基礎理論の研究

は少なく、サービス実践も規範化されていない。 

 そこで本研究では、日本の公共図書館における地域資料サービスを参考にして、中国

「地方文献」概念の再考および中国の公共図書館における地方文献サービスを発展させる

方策を提言することを目的とした。 

 研究方法として、中国の広東省立中山図書館、黒竜江省図書館、遼寧省図書館および日

本の東京都立図書館、埼玉県立図書館、茨城県立図書館を対象として、文献調査と訪問調

査を行った。文献調査では、対象図書館の公式ホームページ、対象図書館の発行する年

報、対象図書館に関する論文などを調査し、地方文献サービスの発展経緯、具体的な取り

組みの実情を比較した。訪問調査では、対象図書館の地方文献閲覧室の提供環境を現地で

確認し、レファレンスサービスを利用して、地方文献の基本状況、収集、管理、利用に関

する質問を尋ねた。 

 日本の公共図書館では旧来郷土資料が中心とした歴史や文学に関する資料だけでなく、

生活の場で発生している資料や行財政に関わる領域までをカバーする地域資料へ広げるよ

うに取り組んでいた。一方、中国の公共図書館における地方文献には大きな概念的な転換

が見えなかった。日本の公共図書館は地方文献閲覧室の入室について特に制限を設なかっ

たが、中国の場合は特別な利用方法があり、未成年者の利用を拒否することも一般的であ

った。また、日本の地方文献デジタル化の完成度と利用可能性が高いのに対して、中国の

公共図書館ではデジタルされた地方文献の保存と利用の両立への配慮が不足している。最

後に、日本の公共図書館で取り組んでいる地方文献の貸出サービスと児童地方文献サービ

スは、中国の公共図書館でほとんど取り組んでいなかった。 

 結論として、まず、中国の公共図書館において、地方文献は「過去」の資料だけでな

く、「今日的」な資料を一層注目すべきである。そして、「地方史料」、「地方人士著述」と

「地方出版物」の他に、「政府情報」の要素をさらに加えるべきである。また、地方文献

サービスを向上させる方策について、①「「政府情報」および多様な「同時代的」な資料

を収集・提供する、②地域の特徴により、独自分類を作成する、③地方文献閲覧室の利用

制限を緩和する、④地方文献を複数収集した場合には、貸出サービスを積極的に提供す

る、⑤「二次資料」の作成などにより、児童地方文献サービスを提供する、⑥デジタルさ

れた地方文献をアクセスできるように取り組む、の 6点を提言した。 

 しかし、国情の違いがあるため、「政府情報」を取扱う可能性と方法も検討の余地があ

ると考えられる。また、地方文献の一部歴史資料を文書館に移管する可能性があり、図書

館と文書館の連携もこれからの課題である。 
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